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コ
ロ

ン
ブ
ス
の
航
海
に
つ
い
て

一

山
　
本

一
　
清

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
達
見
ε
い
ふ
こ
一
こ
は
誰
知
ら
ぬ
者
も
無
い

有
名
な
事
實
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
居
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
傳
記
に
も
叉

其
の
航
海
に
つ
い
て
も
未
だ
世
に
知
ら
れ
て
み
な
い
事
が
可
な
り
多
い

近
頃
、
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
航
海
日
誌
」
－
こ
い
ふ
も
の
が
英
語
で
出
版
さ
れ

た
。
但
し
、
此
の
日
誌
ミ
い
ふ
の
も
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
自
身
が
筆
を
取
っ

て
書
い
た
原
著
で
拡
な
く
、
む
し
ろ
、
抄
録
な
の
だ
が
、
可
な
り
精
し

く
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
自
身
の
言
葉
を
ひ
い
た
り
し
て
、
當
時
の
事
歌
を
表

は
し
て
み
る
。
日
誌
の
原
著
は
一
度
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・
ラ
ス
・
カ
ザ
ス
ミ

い
ふ
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
件
侶
の
手
に
渡
っ
た
の
だ
が
。
後
に
紛
失
し
て
、

口
此
の
ラ
ス
・
カ
ザ
ス
の
残
し
た
抄
録
が
一
七
九
〇
年
に
古
記
録
中
か

ら
獲
見
さ
れ
、
こ
」
に
英
文
S
な
っ
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
時
代
は
所
謂
天
動
説
の
信
じ
ら
れ
て
み
た
時
代
で
、

地
面
は
動
か
す
に
、
只
、
天
の
臨
月
星
辰
の
み
が
日
々
回
韓
す
る
の
だ

¶
こ
総
て
の
入
は
考
へ
て
る
た
。
し
か
し
、
幸
ひ
に
し
て
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ

パ
ル
コ
ス
四
這
、
地
面
が
球
形
で
あ
る
こ
ご
は
知
ら
れ
て
み
た
。
そ
れ

に
第
＋
三
世
紀
頃
、
イ
タ
リ
ー
の
マ
ル
コ
・
ポ
！
ロ
が
支
那
に
遊
ん
で
、

蹄
國
後
其
の
見
聞
記
を
獲
表
し
た
中
に
，

「
世
界
の
極
東
に
ジ
パ
ン
グ
噛
こ
い
ふ
金
銀
財
寳
の
満
ち
た
國
が
あ
る
」

噛
こ
い
ふ
こ
，
こ
を
書
い
た
が
爲
め
、
そ
れ
か
ら
後
は
、
駿
州
の
人
々
が
一

般
に
此
の
「
東
の
黄
金
國
」
に
憧
が
れ
を
持
っ
て
る
た
け
れ
・
ご
，
「
世
界
の

は端
て
」
ま
で
ご
い
ふ
長
い
旅
行
の
必
要
が
彼
等
の
望
み
を
夢
に
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
パ
ン
グ

ま
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
ジ
パ
ン
グ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
「
日
本
」
で

あ
っ
て
、
我
が
國
が
世
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
此
れ
が
最
初
で
あ
っ
た

　
ミ
こ
ろ
。
か

　
　
　
　
ま
る

「
世
界
が
球
い
も
の
な
ら
ば
、
極
東
へ
は
、
ま
た
、
西
の
方
か
ら
｛
行

け
る
筈
で
あ
る
」

ミ
、
當
時
の
天
文
家
た
ち
が
考
へ
始
め
た
の
は
、
尤
も
至
極
な
こ
一
こ
で

あ
っ
た
。
恰
も
、
十
五
世
紀
の
末
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
友
人
ト
ス
カ
ネ
リ

ε
い
ふ
筆
路
家
が
、
イ
タ
リ
ー
の
ブ
イ
レ
ン
ツ
エ
町
に
住
ん
で
み
た
。

　
　
　
　
　
　
む
す
ご

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
息
子
ド
ン
・
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
に
黙
れ
ば
，
父
コ
ロ
ン
ブ
ス

は
此
の
ト
ス
ヵ
ネ
リ
ミ
交
は
つ
て
、
天
文
「
上
の
色
ん
な
智
識
を
受
け
九

ば
か
り
で
な
く
、
時
々
は
例
の
「
西
へ
の
航
海
」
の
回
想
を
聞
か
さ
れ
て

み
た
ε
い
ふ
。
ト
ス
カ
ネ
リ
。
か
コ
噌
ン
ブ
ス
へ
書
き
邊
つ
た
同
四
七
四

年
の
頃
の
護
る
手
紙
の
中
に
も

「
夷
の
邦
に
あ
る
ミ
嚇
般
に
は
思
は
れ
て
・
み
る
　
　
が
西
に
も
あ
る
ミ

い
っ
た
つ
て
、
別
に
不
一
議
で
も
何
で
も
無
い
筈
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か

東
ヘ
ノ
＼
ざ
行
っ
て
、
東
の
邦
に
見
る
も
の
は
、
叉
、
西
へ
く
ぐ
」
行

っ
て
、
や
は
り
、
西
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
筈
な
の
で
す
か
ら
…
…
…

一
九
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あ
な
た

こ
う
し
た
事
を
、
今
少
し
好
く
貴
君
に
了
解
し
て
頂
く
た
め
に
、
私
は

自
分
で
今
ま
で
に
研
究
し
て
見
九
事
の
結
果
を
書
き
ま
せ
う
。
私
が
言

ふ
其
の
島
々
ε
い
ふ
の
は
、
膏
血
の
あ
ち
こ
ち
S
通
商
す
る
商
人
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

の
住
ん
で
み
る
所
で
、
港
に
は
、
世
界
中
の
何
の
港
よ
の
も
多
く
の
外

國
器
が
常
に
來
て
る
ま
す
。
…
…
…
國
全
膿
は
大
攣
に
轟
く
、
人
口
も

多
く
、
澤
山
の
小
國
や
小
州
に
分
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
創
れ
全
罷
を
治
め

る
王
様
が
あ
り
ま
す
。
王
の
『
王
の
王
』
こ
い
ふ
意
味
で
大
カ
ン
ε
名
乗

っ
て
ゐ
ま
す
。
云
々
。
」

　
又
、
別
の
手
紙
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
く

「
貴
君
が
御
出
で
に
「
な
れ
ば
、
き
つ
ご
、
廣
い
蓬
々
、
大
き
い
融
々
、

富
み
追
え
た
諸
々
を
御
覧
し
な
る
で
せ
う
。
そ
し
て
、
貴
君
の
御
訪
問

は
、
そ
の
遠
方
の
王
侯
た
ち
に
大
き
な
運
び
を
齋
ら
す
で
せ
う
。
叉
、

彼
等
ε
吾
々
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
國
ε
の
間
に
は
交
通
の
道
が
開
け
、
吾
々

の
正
教
や
藝
術
の
国
玉
が
行
は
れ
ろ
こ
一
こ
に
な
り
ま
せ
う
。
」

　
か
う
し
て
、
ト
ス
カ
ネ
リ
は
、
し
き
り
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
妬
心
を
促

し
た
。

　
始
め
、
コ
コ
ン
ブ
ス
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
國
の
名
を
以
て
遠
征
に
出
る
筈

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
逡
に
事
實
は
ス
ペ
イ
ン
國
王
の
保
護
に
よ
っ
て

行
は
れ
た
事
か
ら
見
て
、
こ
・
に
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
遠
征
の
目
的
の
他

に
幽
雅
一
　
つ
在
っ
た
や
・
り
に
ユ
b
田
田
へ
る
。
　
何
故
ぐ
“
な
れ
ば
－
　
姉
収
れ
は
日
聴
融

の
中
に
「
自
分
は
、
今
回
の
思
妻
よ
り
得
た
利
盆
を
、
聖
都
エ
ル
サ
レ
ム
征
服

ご
0

の
費
用
に
捧
げ
ま
せ
う
ε
陛
下
に
申
上
け
た
ら
、
陛
下
は
喜
ん
で
之
れ

を
受
け
入
れ
や
う
ε
約
し
給
ふ
た
」

ぐ
」
書
い
て
み
る
。
邸
ち
、
之
れ
で
見
る
一
、
い
、
欧
州
で
は
十
字
軍
の
壮
塞

を
繰
り
返
し
て
、
其
督
の
聖
墓
を
回
々
教
徒
の
手
か
ら
取
り
返
さ
う
ε

い
ふ
希
望
を
絶
っ
て
る
な
い
時
代
で
、
し
か
も
ス
ペ
イ
ン
の
朝
廷
で
は

費
用
の
出
所
を
心
配
し
て
み
た
揚
合
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
尤
も
、
果
し

て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
遠
征
よ
り
得
た
利
盆
が
年
率
軍
の
方
へ
用
ゐ
ら
れ

　
　
き

た
か
何
う
か
は
歴
吏
に
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
で
も
，
コ
ロ
ン
ブ
ス

其
の
入
の
笠
に
よ
っ
て
想
う
し
た
裏
面
史
が
表
は
さ
れ
て
み
る
こ
．
こ
は

興
味
深
い
こ
「
こ
で
あ
る
。

　
未
だ
見
ぬ
西
の
國
の
こ
．
・
に
つ
い
て
、
當
時
の
人
々
が
互
ひ
に
傳
へ

て
信
じ
て
み
た
事
柄
も
面
白
い
。
中
に
も
，
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
義
母
の
事

が
此
の
日
誌
に
表
は
れ
て
る
る
。
此
の
義
母
は
其
の
亡
夫
の
所
持
品
で

あ
っ
た
一
こ
い
ふ
海
圖
や
諸
記
録
を
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
與
へ
、
蹴
れ
等
を
讃

ん
で
、
盆
々
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
「
西
海
遠
征
の
熱
心
を
璽
し
た
」
－
こ
自
白
し

て
み
る
。
歴
史
家
の
見
逃
が
す
べ
か
ら
ざ
る
鮎
．
で
あ
る
。

二

　
今
も
ヒ
ロ
も
、
遽
洋
航
海
に
天
文
學
の
助
け
を
借
ら
な
け
れ
ば
む
ら
な

い
事
は
憂
り
な
い
。
今
な
ら
ば
海
圖
や
天
分
暦
が
立
派
に
出
超
て
る
る

か
ら
、
航
海
中
の
天
鰐
観
測
な
さ
は
只
一
定
の
公
式
通
り
に
や
っ
て
み

て
、
太
西
洋
を
越
え
る
ぐ
ら
ゐ
は
容
易
で
あ
る
け
れ
3
、
四
百
年
余
り
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の
還
し
に
、
不
完
全
な
天
艦
表
を
頼
り
ε
し
て
、
何
の
見
込
み
も
無
い

始
め
て
の
太
洋
横
断
は
、
け
だ
し
、
無
暴
の
摩
ε
評
す
る
方
が
當
り
前

で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
當
時
の
天
文

家
ε
し
て
最
も
信
用
の
あ
る
レ
ギ
オ
モ
ン
タ
ヌ
ス
の
作
っ
た
有
名
な
天

襲
を
携
へ
又
・
可
な
り
の
鞭
纂
を
持
っ
て
、
欝
欝
観
測
・
航

・
海
ε
を
傾
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
今
な
ら
ば
一
週
間
で
横
切
る
太
西
洋
を
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
舶
は
吃
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ハ
ン
グ

ミ
し
て
帆
走
し
、
海
圖
の
示
す
日
本
の
方
向
へ
幾
十
日
も
航
海
を
っ
草

け
て
、
侮
、
陸
地
を
見
る
こ
・
こ
が
出
窓
な
か
っ
た
。
此
の
長
い
日
数
の

中
に
は
、
隔
日
ご
、
、
只
、
水
ε
天
ミ
の
外
に
見
る
も
の
も
無
く
、
從

っ
て
，
非
常
に
欝
欝
な
其
の
日
く
で
あ
っ
た
窪
は
想
像
す
る
に
難
く

な
い
。
こ
・
に
今
譲
る
一
q
の
口
誌
記
事
を
掲
げ
て
見
や
う
。

「
九
月
二
十
一
口
、
金
曜
口
。
終
日
ほ
、
こ
ん
，
ご
静
稔
。
午
后
，
少
し
く

　
風
加
は
る
。
蓬
夜
帆
走
績
行
、
十
三
リ
ー
グ
弱
Q
朝
、
海
面
を
全
く

　
埋
め
る
や
う
な
多
く
の
雑
草
の
浮
ぶ
を
見
る
。
之
は
西
よ
の
來
れ
り

　
叉
、
ペ
リ
カ
ン
鳥
を
見
る
。
海
面
は
河
の
如
く
波
静
か
に
し
て
、
天

　
氣
最
上
等
。
鯨
を
見
る
、
之
れ
陸
地
近
き
兆
な
り
。
」

　
し
か
し
、
前
途
は
筒
遠
か
っ
た
。
ε
に
か
く
，
毎
日
少
し
づ
」
は
西

へ
！
、
ミ
，
故
郷
を
逡
ざ
か
っ
て
行
く
ざ
い
ふ
心
持
ち
が
，
水
夫
た
ち

の
心
を
暗
く
す
る
ば
か
O
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
彼
等
の
心
の
中

を
よ
く
知
っ
て
み
た
。
そ
し
て
、
九
月
九
日
に
至
っ
て
、
其
の
日
誌
に

　
「
此
の
日
十
九
リ
ー
グ
を
帆
走
す
。
航
海
の
長
ひ
く
た
め
水
夫
等
の
…
悩

み
を
思
ひ
，
今
後
は
航
走
里
撒
を
眞
實
よ
り
も
減
じ
て
記
る
す
ミ
決

す
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
」
記
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
l
そ
れ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
往
航
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
，
丁
度
。
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
の
荒
れ
る
時
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
後
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
か
ら
、
親
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頃
に
比
べ
る
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
は
幸
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
減
で
あ
っ
た
の
で

三

あ
る
。

　
十
月
山
⊥
B
（
木
曜
日
）
午
后
十
時
頃
に
な
っ
て
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
甲

板
上
か
ら
海
上
を
展
望
中
遽
方
に
一
つ
の
燈
火
を
見
つ
け
、
す
ぐ
、
下

役
の
ペ
ロ
・
グ
チ
エ
ー
レ
ス
を
呼
ん
だ
。
す
る
ミ
，
ペ
ロ
も
亦
此
の
燈
火

を
認
め
た
の
で
、
い
よ
く
未
知
の
境
に
近
い
た
こ
ミ
が
明
ら
か
に
な

り
華
中
の
一
同
は
蘇
生
の
思
ひ
を
し
た
。・

二
一
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翌
朝
、
船
を
島
の
岸
近
く
乗
り
進
め
た
後
，
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
ス
ペ
イ

ン
の
旗
を
適
し
て
、
威
風
堂
を
こ
上
陸
し
π
。
し
か
し
、
見
て
、
先
づ

驚
い
た
事
は
，
島
の
土
人
が
転
覆
罷
の
賛
入
に
過
ぎ
な
い
で
、
豫
想
し

て
み
た
黄
金
國
ε
は
全
く
違
っ
た
風
土
で
あ
っ
た
こ
，
こ
で
あ
．
る
。
そ
れ

か
ら
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
土
人
の
指
す
が
ま
・
に
、
「
黄
金
の
島
」
を
た
つ

ね
つ
・
、
幾
多
の
新
島
を
護
摩
し
た
け
れ
つ
ご
，
結
局
、
ジ
パ
ン
グ
ぐ
海

タ
イ
（
支
那
）
ミ
は
見
付
か
ら
す
、
欧
州
へ
は
豫
想
外
れ
の
御
土
産
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
，
今
か
ら
思
へ
ば
、
當
時
の
天
文
家
た

ち
の
見
積
つ
た
地
球
の
大
き
さ
が
小
さ
過
ぎ
、
そ
れ
に
反
し
て
ア
ジ
ア

大
陸
が
大
き
く
考
へ
ら
れ
て
る
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

此
の
有
名
な
大
遠
征
が
，
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
勇
氣
、
こ
嚢
膿
、
こ
に
よ
っ
て
敢

行
せ
ら
れ
、
前
古
未
知
の
新
世
界
を
発
見
し
た
こ
嘔
こ
は
、
い
ろ
ん
な
意

味
に
於
い
て
人
類
歴
史
上
の
大
記
．
録
た
る
に
は
違
ひ
な
い
。

　
毎
年
十
月
十
二
日
は
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
此
の
大
薄
野
を
記
念
す
る

た
め
の
祭
日
・
こ
さ
れ
て
み
る
（
一
九
二
四
・
七
・
十
。
米
墨
ハ
ー
ゾ
ー
ド

大
學
天
文
牽
に
て
）

　
　
　
　
う
一
…
ζ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

の
製
轟
旭
な
始
…
め
、
以
後
、
特
に
レ
ン
ズ
嘩
吾
㌔
の
成
絞
に
於
い
て
ば
惜
』
間
に
」
屑
な
比

べ
る
者
が
磁
…
い
ほ
こ
に
な
つ
れ
。
置
ハ
の
最
も
近
い
商
賃
相
手
亡
い
ふ
の
。
が
ミ
ユ
ニ

ク
の
〃
ソ
〃
親
子
（
猫
逸
）
ダ
プ
ー
ー
ン
の
グ
ラ
ブ
．
（
英
國
）
及
び
ヨ
ー
ク
の
ク
ソ
ク

（
英
國
）
で
あ
っ
れ
。

　
し
か
し
、
彼
れ
の
天
冠
が
認
め
ら
れ
六
の
匡
此
の
望
遠
鏡
製
造
業
な
始
め
て
か

ら
十
ケ
年
の
後
で
あ
っ
糞
。
砒
の
十
年
目
に
、
彼
れ
．
に
W
1
3
ド
ー
ス
師
ぜ
い
ふ
當

公
魚
國
で
宥
敷
な
天
丈
家
に
知
ら
れ
六
の
で
あ
ろ
。

　
一
八
山
ハ
○
年
に
斗
ミ
シ
シ
甘
大
學
か
ら
〃
ラ
」
ク
氏
へ
十
入
吋
オ
い
ふ
口
裡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
．
二

望
遠
鏡
々
注
文
し
六
〇
こ
れ
に
郎
ち
世
界
第
一
の
ソ
ン
ズ
よ
り
も
両
三
吋
大
き
い

注
文
で
あ
っ
糞
Q
定
こ
ろ
が
之
れ
が
掲
來
上
ろ
前
に
南
…
北
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
注

丈
主
が
品
々
受
取
る
こ
ピ
が
不
可
能
に
な
つ
糞
、
此
の
レ
ン
ズ
に
其
の
後
、
ジ
カ

ゴ
の
天
丈
學
會
に
費
ら
れ
、
一
入
六
三
年
に
据
付
け
ら
れ
カ
。

　
ク
ラ
ー
グ
選
考
採
各
國
の
大
學
に
望
染
斑
存
供
給
し
糞
。
適
中
で
最
も
賞
讃
を

搏
し
穴
の
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
官
立
海
軍
天
主
璽
の
も
の
で
あ
っ
糞
。
．
一
八
七

〇
年
に
、
世
界
第
↓
の
屈
折
望
蓮
鏡
の
製
造
た
ク
ラ
ー
ク
會
就
に
注
文
す
ろ
亡
い

ふ
議
案
が
議
會
た
通
過
し
六
Q
大
き
さ
に
二
十
六
吋
直
径
と
い
ふ
の
で
、
其
の
仕

事
に
一
八
七
一
年
一
月
か
む
始
め
ら
れ
糞
。
決
定
さ
れ
六
型
式
ば
普
通
の
レ
ン
ズ

に
用
ゐ
ら
れ
る
よ
り
も
遙
か
に
箇
軍
な
も
の
で
、
ク
ラ
ウ
ン
硝
子
ほ
爾
凸
で
、
爾

面
同
一
の
曲
率
ぜ
し
、
フ
リ
ン
ト
硝
子
匡
一
蕗
な
殆
ん
ご
平
面
ビ
し
、
他
の
面
に

ク
ラ
ウ
ン
硝
子
ぜ
同
。
曲
率
の
凹
颪
ぐ
・
し
穴
。
一
入
七
二
年
に
仕
事
に
殆
ん
ご
出

馬
上
り
、
四
百
吠
の
距
離
か
ら
顯
微
鏡
的
爲
丁
々
観
る
試
験
な
し
雲
。
ミ
こ
ろ
が

膚
少
し
く
仕
事
が
あ
る
こ
亡
に
な
り
、
「
入
七
三
年
に
至
っ
て
遂
に
据
付
σ
ら
れ

ナ
℃
此
の
レ
ン
ズ
の
形
ば
殆
ん
ご
完
全
亡
言
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
　
一
八
七
九
年
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ア
き

シ
ア
の
プ
ル
コ
フ
天
文
璽
の
蔓
長
ナ
ト
・
ス
ト
レ
ー
フ
重
氏
が
皇
帝
の
代
理
ビ
し

て
ク
ラ
ー
〃
會
仕
な
訪
ひ
、
三
十
吋
の
口
裡
た
持
つ
色
溝
天
文
レ
ン
ズ
の
製
造
の

契
約
た
し
六
。
此
の
仕
事
の
契
約
に
よ
つ
て
會
祉
ば
三
萬
三
千
弗
た
受
坂
つ
敦
。

一
八
七
四
年
十
二
月
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ジ
エ
・
ム
ス
・
り
〃
氏
が
其
の
州
の

何
所
か
に
望
遽
鏡
な
建
て
や
う
オ
決
心
し
、
遂
に
サ
ン
タ
．
。
ク
ラ
ラ
郡
サ
ン
ノ
ゼ

か
ら
十
三
哩
ほ
こ
東
に
あ
る
轟
さ
四
千
四
百
四
十
吸
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
山
県
此
の
天

丈
轟
の
敷
地
ミ
定
め
糞
。
ぜ
こ
ろ
が
、
何
も
出
來
な
い
前
に
リ
ク
氏
に
死
ん
だ
の

で
、
彼
の
遺
産
委
員
匡
七
十
萬
弗
准
以
っ
て
必
要
な
土
地
及
び
望
荒
骨
潜
買
ふ
ご

亡
、
し
、
政
府
か
ら
廣
い
地
面
を
彿
下
げ
ら
れ
、
七
萬
八
千
弗
な
以
っ
て
山
の
頂

上
ま
で
の
道
路
た
作
つ
六
Q
ク
ラ
ー
ク
會
枇
芝
契
約
さ
れ
旗
リ
グ
望
遠
鏡
の
契
約

條
件
ば
三
十
六
吋
の
爾
子
芝
い
ふ
ご
亡
で
あ
っ
索
が
、
其
れ
の
完
成
に
ば
五
年
間

が
費
さ
れ
ヵ
。
債
ば
五
萬
弗
彿
に
れ
、
爾
其
の
外
、
．
据
付
試
瞼
に
一
千
弗
佛
に
れ

糞
。
之
れ
に
世
界
最
大
の
望
遠
鏡
で
あ
ろ
。
．
之
れ
が
ク
ラ
ー
〃
氏
の
最
大
事
業
で

あ
っ
象
。
し
か
し
ク
ラ
ー
ク
會
祉
の
作
つ
力
望
遠
鏡
ば
世
界
至
る
言
こ
ろ
に
見
ら

れ
ろ
Q

　
ク
ラ
ー
グ
氏
の
白
叙
惇
ほ
一
入
七
ぺ
年
に
書
か
れ
、
書
物
ミ
な
っ
て
獲
表
さ
れ

公
。
盤
ハ
の
一
部
に
ン
イ
ド
ナ
ー
四
目
舘
に
あ
る
。
（
山
本
課
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
の
黒
き
）


